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このたびは、お買い上げいただきましてありがとうございます。

この製品は海外ではご利用になれません。

本製品をご使用時はこの取扱説明書をよくお読みになり、正しく
お使いいただき、いつでも見ることができるよう大切に保管して
ください。
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遠隔電源指令盤
遠隔電源指令盤

安全上のご注意

工事業者様へ 施工上のご注意

※器具の施工には電気工事士の資格が必要です、無資格での工事は法律で禁じられております。

必ずお守りください

必ず実施

必ず実施

必ず実施

必ず実施

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

警告

注意

※器具の施工には電気工事士の資格が必要です、無資格での工事は法律で禁じられております。

施工は電気工事士の有資格者が必ず行ってください。施工に不備があると落下・感電・火災
の原因になります。

異常を感じたときは速やかに電源を切ってください。放置した場合、落下・感電・火災によ
るけがの原因になります。

各機器には設置工事が必要です、D種 (第 3種 )接地工事を「電気設備技術基準」に準じて
施工してください。設置工事を不完全な場合、感電の原因になります。

定格電圧で使用してください。定格外の電圧で使用すると、故障・火災の原因となります。

各機器の取付には方向があります。横向きや逆向き等に取り付けると落下、感電、火災の原
因となります。

分解・改造及び部品を追加変更するなどの改造をしないでください。感電・火災の原因とな
ります。

腐食性ガスや引火性ガスの発生する場所では使用しないでください、機器の腐食や落下の原
因になります。(海風や（塩害）温泉の近く（腐食）など )

本製品の使用は日本国内に限ります。遠隔操作に親機本体に搭載されている通信端末を使っ
て携帯の電波を利用しますので、電波の届かない環境（地下・高層階など）ではご利用いた
だけません。

親機・子機はそれぞれ本体下側からの散水に対しては防水性を有していません。また、本体
扉を開けた状態でも同様です。内部に水が入りますと、故障・火災の原因となります。
また漏電検知ユニットは防水性を有していません。屋外でご使用になる場合には必ず防水性
を確保できる箱内でご使用ください。
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遠隔電源指令盤
遠隔電源指令盤

設置前のチェックポイント

設置場所の通信状態

遠隔電源指令盤

❸

配線距離の確認❹

❷ 使用電源の確認

通常使用できる電源は

・単相三線100V/200V

子機

・単相AC100V

±10％以内

親機

❶ 電気工事士有資格者による設置工事

JITANスイッチの施工取付は必ず電気工事士の
有資格者が行ってください。施工取付に不備があ
ると落下・感電・火災の原因になります。

遠隔電源指令盤

遠隔電源指令盤

VVF1.6

最遠配線長500ｍ

遠隔電源指令盤

遠隔電源指令盤 遠隔電源指令盤 遠隔電源指令盤

となっております。単相二線AC100Vを利用される場合は、個別に対応可能ですので別途お問い合わせください。
※電圧は定格電圧の±10％以内でご使用ください。指定範囲外の電圧で使用された場合、故障・火災の原因になります。

親機は携帯電話の通信を使用しています。
ご利用前に設置予定場所の通信状態をご確認く
ださい。
※地下や電波が遮へいされる環境あるいは高層
　階などででは遠隔操作ができない場合があり
　ます。
※LTE/3G回線を使用
｠
親機は手動での操作も行えますので、アクセス
しやすい場所に設置されることを推奨いたしま
す。

親機と子機はフル2線リモコンの通信ケーブルで
接続します。VVF1.6ケーブルの場合、最遠配
線長は500mとなります。また、総配線長は
1,500mまでです。それ以上の距離で使用す
る場合には増幅器が必要となりますのでクェス
タ担当までお問い合わせください。
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遠隔電源指令盤
遠隔電源指令盤

■レンタルセット内容■

外形サイズ

子機（60A)
: ステンレス

子機（135A/260A)
: ステンレス

レンタルセット内容

4-M
5

Insert nut 3

84
84

84
428
452
500

352
400

4-M
5ｲﾝｻｰﾄﾅｯﾄ

328
476.5

88.5

50.3
30

105

4-M
5ｲﾝｻｰﾄﾅｯﾄ

160

200mm 155mm

23
0m
m 220m

m

155m
m

400mm

160mm

50
0m
m

109.5mm

14
0m
m

46m
m

漏電検出ユニット（Ver2オプション）
タカチ電機工業製SY-110G
：ABS樹脂

親機
タカチ電機工業製BCAP4058016G
：ABS樹脂

遠隔電源指令盤

仮設分電盤をPC・スマホで
操作できます

親機本体

取
扱
責
任
者

NO.

仮設分電盤をPC・スマホで
操作できます

遠隔 手動

子機本体
子機の台数は親機1台につき
16台までとなっています

漏電検出ユニット
（Ver2オプション）
Ver2のみ子機1台につき
1つまで設置可能です

※ver.2では高さ寸法
　が50mm高くなって
　います

※取り付けは既存分電
盤にマグネットで固定し
ます
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遠隔電源指令盤
遠隔電源指令盤



6

©2020　Questar Inc.

遠隔電源指令盤
遠隔電源指令盤

■各部の名称■

親機

JITAN-SW親機 (16 ch) スイッチ部

1-1

1-2

1-3
1-4

2-1

2-2

2-3
2-4

3-1

3-2

3-3
3-4

０-1

０-2

０-3
０-4

スイッチの状態

緑点灯：オフ状態

赤点灯：オン状態

スイッチ番号は上記写真のように０-1から３-4と設
定されています。子機と接続・通電し、ディップスイッ
チ番号を合わせると親機が認識し、スイッチランプが
点灯、操作可能になります。

スイッチ名称は、スイッチパネル下部にマ
イナスドライバーなどを差し込みパネルを
外し、パネルに書込むか、ネームシールを
貼ってご利用ください。パネルをはめる際
は、上から押し込んでください。

漏電遮断器 (AB型 )20A
フル2線式リモコン伝送ユニットPanasonic(WRT2050)

JITAN-SW親機
スイッチユニット (16ch) 

JITAN-SW本体用電源アダプター 蓋ロック金具

蓋ロック金具

通信アンテナ

PID番号 (個体番号 )

アドレス設定受光部

４P端子台
(2線式信号線出力用 )

３P端子台 (AC100V入力用 )N:L:G

通信ランプ

スイッチ部
サージフィルター

ケーブル通し穴

ノイズフィルター

鍵穴

PID:〇〇〇〇
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遠隔電源指令盤
遠隔電源指令盤

■製品の特長■
レンタルプラン全体構成・機能

遠隔電源指令盤（親機）と子機の間は専用の信号線で接続されており、親機からの手動スイッ
チ操作によって、子機内のスイッチを入切することができます。また、携帯電話回線を介して遠隔
からPCあるいはスマートフォンの画面上でスイッチ操作をすることによって子機内のスイッチの入
切することもできます。これによって遠隔から現場の電灯などの電源の入切が実現できます。
本システムでは親機1台で子機16台まで操作することができます。さらに、オプションの漏電
検出機能により、分電盤内の親ブレーカ*1の遮断を検知することが可能です。
*1　Ver2では子ブレーカ4個まで検出できます。

全体の構成を下図に示します。
この説明書では、下図にある遠隔電源指令盤 JITAN-SWについて記載します。

スマートフォン
PCなど

専用信号線（レンタル外）

親機用電源
AC100V
（レンタル外）

レンタルセット

仮設分電盤

幹線

幹線

幹線

幹線
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遠隔電源指令盤
遠隔電源指令盤
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遠隔電源指令盤
遠隔電源指令盤
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既存分電盤の1つを除いて遠隔化する

既存分電盤の1つを除いて遠隔化する遠隔電源指令盤
遠隔電源指令盤

既存の仮設分電盤例

メインブレーカー 子ブレーカー

コンセント端子台

幹線

幹線元のブレーカーがOFFになっている
ことを必ず確認してください。

施工接続は、1次側の電源を落とし
必ず有資格者が実施してください。

伝送ユニットの信号線は他のVA線と
識別させるため、必ず色違いの配線を
ご利用ください。
※線の種類は問いませんが、一般的に
はVVF1.6 の２C赤や青を利用しています。

既存の分電盤の幹線をサーキットブレーカ
の1次側へ接続し、遠隔操作したい2次側
の配線を子機電磁開閉器の1次側へ接続、
2次側を遠隔操作したい子ブレーカーと接続
します。

A：既存分電盤の配線変更

サーキットブレーカーの2次側と遠隔操作
しない子ブレーカーを接続します。

B: 遠隔化しない子ブレーカー

A

B

■接続方法■

遠隔化しない
コンセント



2分割制御の子機接続シーン (例 )

子機を増やし分割で遠隔操作する
1階

12

既存分電盤の1つを除いて遠隔化する

J-SW　親機

４P端子台
(2線式信号線出力用 )

N1 N２

A

©2020　Questar Inc.

遠隔電源指令盤
遠隔電源指令盤

電磁開閉器 フル2線式リモコンリレー

1次側

2次側

C:親機と接続する

親機との接続

親機のフル2線式信号線の４P端子台と
子機のフル2線式リモコンリレー端子台
をVVF1.6 の２C（赤または青）にて接
続してください。

D親機に電源ケーブルを接続
親機の1次側端子台に電源ケーブルを接
続してください。

上の図のように接続すると、既存分電盤の子ブレーカー①～②をそれぞれ遠隔操作が可能になります。

① ②

子ブレーカー各３台に対して子機２台を
それぞれ接続していきます。

J-SW　親機

４P端子台
(2線式信号線出力用 )

N1 N２

C D

伝送ユニットの信号線は他のVA線と
識別させるため、必ず色違いの配線を
ご利用ください。
※線の種類は問いませんが、一般的に
はVVF1.6 の２C赤や青を利用しています。
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■スイッチ番号の設定■
①親機スイッチ番号

ディップスイッチ対応表：初期設定(0-1～3-4)

遠隔操作は、親機のスイッチ番号と子機
のディップスイッチの番号をそれぞれ合
わせることで動作します。動作前に必ず
設定してください。

機器を接続、親機と子機のスイッチ
番号通電を同一に設定されると対応
のスイッチが認識、点灯します。

1-1

1-2

1-3
1-4

2-1

2-2

2-3
2-4

3-1

3-2

3-3
3-4

0-1

0-2

0-3
0-4

フル2線式リモコンリレー

ディップスイッチ

子機本体 (1ch)

１－１

１
１
0

１
0

Ⅰ Ⅱ

2481632

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

１－２

１
１
0

１
0

Ⅰ Ⅱ

2481632

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

１－３

１
１
0

１
0

Ⅰ Ⅱ

2481632

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

１－４

１
１
0

１
0

Ⅰ Ⅱ

2481632

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

２－１

１
１
0

１
0

2481632

２－２

１
１
0

１
0

2481632

２－３

１
１
0

１
0

2481632

２－４

１
１
0

１
0

2481632

３－１

１
１
0

１
0

2481632

３－２

１
１
0

１
0

2481632

３－３

１
１
0

１
0

2481632

３－４

１
１
0

１
0

2481632

０－１

１
１
0

１
0

Ⅰ Ⅱ

2481632

０－２

１
１
0

１
0

2481632

０－３

１
１
0

１
0

2481632

０－４

１
１
0

１
0

2481632

ON

ディップスイッチ拡大図

１
１
0

１
0

ⅠⅡ

2481632

初期状態の親機スイッチ部は左の写
真のように0-1～3-4まで番号が
設定されています。
子機に搭載されているフル2線式リ
モコンリレー内部のディップスイッチ
を親機スイッチ番号に合わせてセッ
トしてください。

ディップスイッチは透明カバーを
開け、精密マイナスドライバーな
どでスイッチを動かしてくだい。
※設定後は、透明カバーで必ず閉じて 
  ください。
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ディップスイッチ対応表 (4-1～ 16-4)

４－１

１
１
0

１
0Ⅰ Ⅱ

2481632

４－２

１
１
0

１
0

Ⅰ Ⅱ

2481632

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

４－３

１
１
0

１
0

Ⅰ Ⅱ

2481632

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

４－４

１
１
0

１
0

Ⅰ Ⅱ

2481632

Ⅰ Ⅱ

５－１

１
１
0

１
0Ⅰ Ⅱ

2481632

５－２

１
１
0

１
0

2481632

５－３

１
１
0

１
0

2481632

５－４

１
１
0

１
0

2481632

６－１

１
１
0

１
0Ⅰ Ⅱ

2481632

６－２

１
１
0

１
0

2481632

６－３

１
１
0

１
0

2481632

６－４

１
１
0

１
0

2481632

７－１

１
１
0

１
0Ⅰ Ⅱ

2481632

７－２

１
１
0

１
0

2481632

７－３

１
１
0

１
0

2481632

７－４

１
１
0

１
0

2481632

８－１

１
１
0

１
0Ⅰ Ⅱ

2481632

８－２

１
１
0

１
0

2481632

８－３

１
１
0

１
0

2481632

８－４

１
１
0

１
0

2481632

９－１

１
１
0

１
0Ⅰ Ⅱ

2481632

９－２

１
１
0

１
0

2481632

９－３

１
１
0

１
0

2481632

９－４

１
１
0

１
0

2481632

１０－１

１
１
0

１
0Ⅰ Ⅱ

2481632

１０－２

１
１
0

１
0

2481632

１０－３

１
１
0

１
0

2481632

１０－４

１
１
0

１
0

2481632

１１－１

１
１
0

１
0

Ⅰ Ⅱ

2481632

Ⅰ Ⅱ

１１－２

１
１
0

１
0

Ⅰ Ⅱ

2481632

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

１１－３

１
１
0

１
0

Ⅰ Ⅱ

2481632

Ⅰ Ⅱ

１１－４

１
１
0

１
0

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

2481632

１２－１

１
１
0

１
0

2481632

１２－２

１
１
0

１
0

2481632

１２－３

１
１
0

１
0

2481632

１２－４

１
１
0

１
0

2481632

１３－１

１
１
0

１
0

Ⅰ Ⅱ

2481632

１３－２

１
１
0

１
0

2481632

１３－３

１
１
0

１
0

2481632

１３－４

１
１
0

１
0

2481632

１４－１

１
１
0

１
0

Ⅰ Ⅱ

2481632

１４－２

１
１
0

１
0

2481632

１４－３

１
１
0

１
0

2481632

１４－４

１
１
0

１
0

2481632

１５－１

１
１
0

１
0

Ⅰ Ⅱ

2481632

１５－２

１
１
0

１
0

2481632

１５－３

１
１
0

１
0

2481632

１５－４

１
１
0

１
0

2481632

１６－１

１
１
0

１
0

Ⅰ Ⅱ

2481632

１６－２

１
１
0

１
0

2481632

１６－３

１
１
0

１
0

2481632

１６－４

１
１
0

１
0

2481632

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
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使用するアドレス設定器
Panasonic 製 (WRT9630/WRT9600/WRT9500K）
※レンタルにアドレス設定器は含まれません、必要なお客様は別途、ご用意ください。

設定手順 (WRT9500Kの場合） ②

③

⑤

WRT9500K

受光部

■親機のスイッチ番号を変更する■

①JITAN-SW親機のブレーカーを入れ、電源をONに 
  します。

②設定器の電源をONにします。（ピーと音がなります）

④5秒程で現在の設定が表示されます。初期設定は左側 
  上から順に、「0-1～0-4」、「1-1～4」「2-1～４」、 
  「3-1～4」となっています。

⑤変更したいアドレスNoを設定します。

例）0-1～4に変更する場合

1段目「アドレスクリアー」を押し、「0」「-」「1」の準
にボタンを押し改行、2段目「アドレスクリアー」を押し、
「０」「-」「２」を押す。

4段全て入力が終わったら、親機の受光部にアドレス
設定機の受発光部を当て、「設定」を押します。数秒
経過し、「ピー」と音が鳴り、1段目のスイッチ右側が
赤く点灯し設定完了となります。

③親機の受光部に設定器の受発光部を当て、「確認」を 
   1回押します。
※液晶下部にエラー表示が出たらもう一度押します。
読取が成功すると右上のスイッチランプが赤く光り、設
定器に現在の4ch分の設定が表示されます。
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■機器の取付方法■

※必ず2か所で留め水平にボルトをしっかり固定してください、落下や破損の原因になります。
※親機に荷重をかけないでください、落下や破損の原因になります。
※下側から水がかかる場所への設置は避け、降雨時は雨が本体内部にかからないようにご利用ください。

単クランプ

斜めに設置しない 荷重をかけない

× × × 〇

【親機の取付】

【子機の取付】

単管

親機背面
単管

方法① 方法② 方法③

単管に引っかけ
て設置する。

下側の背面金を
プラスドラバー
で逆にしてしっ
かりと固定設置
する。

壁面にプラスド
ライバーでねじ
止めする。

背面の L型金具を使って、単管に設置してご利用ください。
必ず上下に単管を通し、水平になるよう設置してください。

①親機背面上部には、ボルトが2
個固定されています。ボルトをレ
ンチで外して、それぞれ単クラン
プの固定穴を通してクランプを固
定してください。

②2つの単クランプの間に単管を
通し、ボルトを締めて固定してく
ださい。
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アース接続

鍵での施錠

■子機の「遠隔操作」「手動操作」■

機器は必ずアース接続をお願いします。

本体には鍵が同封されています。

ロック番号：000
にて設定されています、施錠しご利用ください。

取
扱
責
任
者

NO.

仮設分電盤をPC・スマホで
操作できます

遠隔 手動

遠隔 /手動切替レバーVer.1 Ver.2 遠隔 /手動切替レバー

遠隔 手動

遠隔操作を行う場合、切替レバーを「遠隔」に設定してください。

遠
隔
オ
ン

強
制
オ
フ

強
制
オ
ン

JITANスイッチシステムに何らかの要因によってトラブルが発生し、遠隔で操作ができなくなった場合、上記レ
バーを「手動」または「強制オン」に切り替えて、分電盤のブレーカを用いて操作をお願いします。
※その際、操作画面上は操作ができているように見えておりますのでご注意ください（ver1のみ、ver2では異
　常検知表示）

SOBA子機1台につき、アース線２ｍが1本同封されています。
設置後には必ずSOBA子機のアースボルトと既存分電盤のアース
バー等を接続配線し接地してください。
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■漏電検知ユニットの接続方法■

分電盤内に漏電検出ユニットを設置する

※漏電検出ユニットは、分電盤内の漏電遮断器（ブレーカー）の遮断動作を検出いたします。このため、本ユニット
は分電盤のふたの裏側に設置することを想定して設計されています。それ以外の場所に設置する場合にはクェスタ担
当者までお知らせください。

※この作業を始めるにあたり、分電盤の親ブレーカがオフになっていることを必ず確認し
てください

①漏電検出ユニットを取り付ける場所を決めます。
　分電盤のふたの裏側に漏電検出ユニット背面のマグネットシートで取り付けます。
　金属製の分電盤ではない場合には、両面テープなどで固定をお願いします。

②検知したい子ブレーカを決め、その二次側と漏電検出ユニットを接続します。
　検知できるブレーカの数は1～4個となります。
※この際、1番のラインには必ず接続してください。そのほかの接続は任意の場所への接 
   続で大丈夫です。
　親ブレーカの二次側に本機をつなぐことで、親ブレーカの遮断の検出も可能です。

親ブレーカー 子ブレーカー

【既存の仮説分電盤】

J-SW SOBA子機  ver.2
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JITANスイッチと接続する

ディップスイッチを設定する

①漏電検出ユニット右上の JITANスイッチ接
続用端子台に接続用ケーブルを接続する。

※使用するケーブルは0.75SQ/30V耐圧以
　上のケーブルをご使用ください。
※盤の外を引き回すこととなりますので、十
　分な強度と対候性をそなえたケーブルをご
　使用ください

②接続ケーブルの反対側を JITANスイッチ 
   SOBA子機ver.2の下請け側に接続します。
※LIN/LOUT/GNDの接続間違いがないよう
　にご注意ください

1234

NO

1234

NO

JITAN16chに接続
し、端子1～4すべて
で検知をしている場合

JITAN16chに接続
し、端子1,2のみで
検知をしている場合

JITAN4chに接続し、
端子1,3,4 で検知を
している場合

1234

NO

1234

NO

オン

オフ

①ディップスイッチをご使用環境に合わせて設定します。

スイッチ1：使用するシステムを選択します。
JITANスイッチ16chに使用する場合には、ここをオン
にします。そのほかの場合はオフとなります。

スイッチ2～4：検知するブレーカの接続先を設定します。
2つ目以降のブレーカの接続先をオンにします。

設定例

J-SW SOBA子機  ver.2
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■異常検出時の原因と対処法■

漏電遮断の発生や通信異常を検知した場合にはボタン表示が赤点灯となりま
す。赤点灯が発生した場合には以下を参照して対処してください。

上記対応後も赤点灯が解消されない場合は下記までお問い合わせください

    https://questar.ac048-485-8593TEL:

原因①　未使用ボタンの表示設定がONになっている
・使用していないボタンの表示設定をOFFにしてください

原因②　親機⇔子機間通信不具合
・親機と子機間の通信ケーブルが断線またはショートしていないか確認してください

原因③　親機⇔子機間通信不具合
・子機内のフル2線式リモコンのアドレス設定（ディップスイッチ）を確認してください。ア
　ドレスに誤りがあった場合には正しいアドレスに再設定してください

原因④　親機⇔サーバ間の通信不具合（表示中のすべてのボタンが赤or黄点灯）
・親機の電源が入っているかどうか確認してください
・操作画面の右側にある「接続状態：〇正常」をご確認ください。「接続状態：〇未接続」  
  となっている場合、下記お問い合わせ窓口にご連絡ください
※遠隔操作ができなくなっているため、復旧までの間は切り替えレバーを「手動」（Ver2  
   では「強制オン」）にしてご使用ください

原因①　ブレーカの許容電流を超えてブレーカが遮断されている
 ・ブレーカの遮断電流を確認し、許容電流の範囲内で運用してください

原因②　漏電が発生している
 ・上記対応をしてブレーカをONにしても再度落ちる場合には漏電が発生している可能性
　が高いので漏電が発生している箇所を特定、是正してブレーカをONにしてください

漏電オプション設置時のみ

漏電オプション未設置時

原因①　子機が「強制オン」または「強制オフ」に切り替わっている
 ・子機の切り替えレバーの状態をご確認ください　

Ver.2のみ
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Q&A

Q：どういったものが制御可能ですか？
A：JITAN-SWは仮設分電盤を遠隔で操作するための装置となります。
　　標準機では単相3線の60Aをサポートしておりますが、それ以外の環境への対応も行っ   
     ております。その際にはクェスタ担当者にご相談ください。

Q：屋外で使用できますか？
A：屋外で使用できますが、降雨中の開閉や、下からの雨には防水性を確保できません。その際
     は屋内に設置し運用してください。
　　漏電検知ユニットは屋外での使用できません。防水性の確保された箱内でご使用ください。

Q：電源ケーブルを接続し、投入しても起動しません。
A：一次側の電源、漏電ブレーカの状態、親機子機の接続、ディップスイッチの設定、通信ラ
     ンプの状態などをご確認ください。

Q：距離が離れていても遠隔で操作できますか？
A：JITAN-SW親機には LTE(３G) 通信端末を搭載しており、電波の通信が行える環境であ 
     れば PC、iPad、スマートフォンなどから操作可能です。

※遠隔での操作について、動作を保証するものではありません。 
   遠隔操作ができない場合、手動にて操作を行ってください。

※通信環境が悪い場合など携帯電話の届かない環境ではご使用いただ
けません。親機の設置場所の電波環境をご確認ください。

Q：遠隔操作はどうすればできますか？

ご注文後にパスワードが発行され、認証メールの認証が終了すると、認証されたメールアドレ
スとパスワードでログインができ、操作が可能となります。

A：設置工事が完了すれば、専用のウェブサイトから遠隔操作が可能です。

https://power-controller.cloud-sign.com/

A：ブレーカーのoff/onのによる電源の再投入を行ってみてください。

Q：親機の通信ランプが緑点灯していますが遠隔操作ができません
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返却方法

Q：通信ランプが赤点灯して遠隔操作ができません。
A：親機に電源を投入すると、最寄りの携帯電波基地局にアクセスします。その際初回通信の
     確立には2分程度必要です。確立に失敗した場合には、再トライを自動で行いますが、し
     ばらく待っても改善しない場合にはブレーカのOFF/ONなどによる電源の再投入を行っ
     てみてください。
　  上記操作で改善ができない場合には弊社にお問い合わせください。

A：自然故障以外の破損破壊についてはお客様のご負担となります。動産保険をご用意しておりま
　　す。ご導入前にご検討ください。

Q：誤って、破損破壊してしまった場合どうなりますか？

　※着払いでの発送は受け付けておりません、お客様ご負担にてご返送をお願いいたします。

A：レンタル製品は専用の段ボール箱に梱包し発送しております。ご利用終了時まで保管いただき、
　　返却の際は専用段ボールに梱包いただきご返送ください。

Q：レンタルが終了したらどうすればよいですか？

返送先

【返送先】〒333-0844埼玉県川口市上青木3-12-18
SKIPCITY503号室　TEL:048-485-8593

サーバーメンテナンスの実施について

遠隔電源指令盤JITANスイッチは、操作システムの改善のため、不定期にてサーバーメンテナンスを実施いたします。

メンテナンス実施中は遠隔での操作が不可となります。
ご迷惑をおかけしますが予めご了承ください。
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■仕様■

※電波法、技術適合認証、電気用品安全法、不正競争防止法を順守して開発しております、ご安心してご利用ください。

※本説明書に記載されている製品名は各社の商標もしくは登録商標です。
※本説明書に記載されている数値は参考値であり、保証値ではありません。
※掲載製品の仕様およびデザインは改良のため、予告なく変更することがあります。
※掲載製品の内容は2021年 3月現在のものです。

親機

外形

重量

操作可能スイッチ数

電源電圧

消費電力

使用環境

外部通信

子機との通信

操作手段 操作盤のスイッチの押釦、あるいはPC、
スマートフォンの画面ボタンを操作する

400(W)×500(H)×160(D)

AC100V±10%

約8Kg

最大16個

温度：−10～＋45℃、湿度：80%RH

3G LTE　(携帯電波）

フル 2線信号：24V

約 40W

結露なきこと

子機（標準機）

外形

重量

電源電圧

最大電流

消費電力

使用環境

200(W)×230(H)×155(D) ver.1
200(W)×280(H)×155(D) ver.2

約 4Kg

単相 3線：100V/200V

60A

約 5W

温度：−10～＋45℃、湿度：80%RH 結露なきこと

SC-N2(富士電機製)

漏電検出ユニット

外形

重量

検知電圧

消費電力

使用環境

109.6(W)×140(H)×46(D) 

約 300g

100V/200V

約 2W

−10～−45℃、湿度：80%RH 結露なきこと



【製造元】〒333-0844埼玉県川口市上青木3-12-18
SKIPCITY503号室　TEL:048-485-8593


